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じ
め
に
]

石
飛
道
子
氏
の
諸
論
稿
に
依
れ
ぼ
、
『方
便
心
論
』
(大
正
蔵
経
第
三
十

二
巻
第
一
六
三
二
)
に
は
宇
井
伯
壽

・
梶
山
雄

一
両
氏

の
研
究
が
あ
る
そ

う
だ
が
、
筆
者
は
京
大
の
イ
ン
ド
思
想
史
学
会
で
の
石
飛
氏

の
発
表
に

促
さ
れ

て
と
り
あ
げ
た
も

の
で
あ
り
、
両
氏

の
も
の
は
見

て
い
な
い
。

飯
田
順
雄
訓
読
本

(國
譯
一
切
經
、
昭
和
八
年
)
に
依
る
研
究
を
、
筆
者

の
イ
ン
ド
論
理
学
研
究
の
一
環
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
観

派
に
結
び
付
け
る
石
飛

・
梶
山
説

へ
の
反
論
は
自
ず
か
ら
論
中
に
あ
る
。

飯
田
氏
は
宇
井
博
士
の
研
究

(『印
度
哲
學
研
究
第
二
』、
大
正
十
五
年
)
の

ほ
か
漢

訳
諸
本
、
『
因
明
正
理
門
論
』、
『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』、

『チ
ャ
ラ
カ
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
、
V
i
d
y
a
b
h
u
s
h
a
n
a

等
を
参
照
し
て
論
理
学
的

脚
注
を
残
し
、
当
時
の
研
究
レ
ヴ

ェ
ル
を
記
録
し
て
い
る
。

[『方
便
心
論
』
の
特
色
]

作
者
名
が
伝
わ

っ
て
い
れ
ぼ
作
成

の
時
代
と
立
場
も
預
じ
め
見
当
が

つ
く
の
で
あ
る
が
、
吉
迦
夜
に
は
作
者
が
不
詳

で
あ

っ
た
ら
し
い
か
ら
、

ま
ず
は
作
成

の
時
代
が
検
討
対
象
に
な
る
。
漢
訳
さ
れ
た
四
七
二
年
と

い
う
西
暦
は
、
北
魏

・
考
文
帝

の
洛
陽
遷
都
と
仏
教
外
護

の
時
代

で
、

半
世
紀
前
に
鳩
摩
羅
什
訳
の
ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ
ン

『成
實
論
』
に
続

い
て

曇
無
識
が

「菩
薩
地
」
単
行

『菩
薩
地
持
経
』

を
訳
し
て
か
ら
半
世
紀

が
経

っ
て
い
る
。
五
四
二
年
に
は
瞿
曇
般
若
流
支
が
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ

ナ
の

『
迴
諍
論
』
と
ア
サ
ン
ガ
の

『順
中
論
義
』
を
漢
訳
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
に

『方
便
心
論
』

が
伝

わ

っ
た

の
は
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
の
も
の
よ
り
後
の
こ
と
に
な
る
。
六

世
紀
半
ぼ
に
は
ア
サ
ン
ガ
と
ヴ

ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
論
書
が
膨
湃

と
し
て

中
国
に
て
漢
訳
さ
れ
た
。
か
く
し
て

『方
便
心
論
』

の
作
者
は
マ
イ
ト

レ
ー
ヤ
の
後
、
論
理
化
が
進
ん
で
い
る
現
行

『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』

の
前
と
推
認
で
き
る
。

『顕
揚
聖
教
論
』
の
序
詩
で
ア
サ
ン
ガ
は
、

「昔
、
わ
れ
無
着
は
マ
イ

ト
レ
ー
ヤ
尊
師

に

『
瑜
伽
師
地
論
』
を
学

べ
り
。
こ
の
乱
れ
た
地
に

あ
っ
て
こ
の
聖
教
を
顕
揚
す
る
の
は
慈
悲
の
故

な
り
」
と
頌

い
、
(
1
)

実
際

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

一

―553―



『方
便
心
論
』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

二

に
こ
れ
は
そ
の
要
綱
で
あ
る
。
宇
井
説

で
あ
る
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
年

代

c
.
3
2
0
-
4
0
0

年
か
ら
逆
算
し
て
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
は
凡
そ
西
暦

2
8
0
-
3
5
0

年
と
推
定

さ
れ
る
。
(
2
)

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
も

『
瑜
伽
師
地
論
』
の
論
理
学
で

は
、
哲
理
に
依
る
推
理
'
d
h
a
r
m
a
t
o
'
n
u
m
a
n
a
m
'

を
無
常

・
苦

・
無
我
の

包
摂
関
係

で
説
明
し
て
い
た
が
、
馬
鳴
以
来
の
有
部
革
新
派
の
延
長
上

に
あ
ろ
う

こ
の
作
者
が
、
仏
教
テ
ー
ゼ
と
し
て
十

二
因
縁
、
四
聖
諦
、

三
十
七
菩

提
分
、
四
沙
門
果
を
挙
げ
る
の
は
宇
井
説
の
所
謂
る
小
乗
仏

教
系
統
を
示
す
が
、
(
3
)

作
者
は
他

の
箇
処

で
も
無
常

・
無
我
を

一
貫
し
て

論
証
し
て
い
る
。
石
飛
氏
に
よ
れ
ぼ
梶
山
氏
の
激
し
い
宇
井
説
批
判
は
、

更
に

「反
論
理
書
」
と
い
う
根
拠
な
き
付
会
説
に
飛
躍
し
た
よ
う
で
あ

る
。本

書
は
三
種
比
量
の
、
'
p
u
r
v
a
v
a
t
'

(
前
比
)
、
'
c
e
s
h
a
v
a
t
'

(後
比
)
、

's
a
m
a
n
a
y
a
t
o
d
r
s
h
t
a
m
'

(同
比
)
を
初
期
に
分
類
し
た
。
チ
ャ
ラ
カ
の
段

階
で
は
過
去

・
現
在

・
未
来
の
三
時
の
推
理
を
、
妊
娠
は
過
去
の
性
交

を
、
煙
は
現
在
の
火
を
、
植
物

の
種
は
未
来
の
果
を
推
知
せ
し
め
る
と

い
う
も
の
で

(
C
a
r
a
k
a
s
a
m
h
i
t
a
,
e
d
.
D
a
s
h
,
1
9
7
5
,
Ⅰ
,
1
1
,
2
1
-
2
2

)
三
種
比
量

に
発
展
し

て
い
な
い
。
そ
の
淵
源
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
書
は
、
認
識
方

法
を
知
覚

(現
見
)
、
推
論

(比
知
)、
譬

喩

(以
喩
知
)
、
聖
教

(随
經

書
)

に
求

め
て
、
チ

ャ
ラ
カ
よ
り
少
な
く

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
よ
り
多
い
。

つ
ま

り

は

ガ

ウ

タ

マ
の

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス

ー

ト

ラ

』

と

同

じ

い
。
(
4
)

ま

た

こ

の
三

種

比

量

は

マ
イ

ト

レ
ー

ヤ

の
五

因

論

(相
比

量
、
体
比
量
、
業
比

量
、
法
比
量
、

因
果
比
量
)
―

論

理

モ

デ

ル

の
分

類
―

よ
り

は
論

理

の
関
数
化
に
取
り
組
ん
だ
形
跡
が
あ
る
。
尤
も
、
初
期
中
観
派
が
論
破

し
た
原

ニ
ヤ
ー
ヤ
経
と
の
関
係
は
分
明
で
は
な

い
が

(宇
井
伯
寿

『印
度

哲
學
研
究
第
一
』
,
1
9
6
5
,
p
.
2
0
5
-
2
1
0

参
照
)、
『方
便
心
論
』
が
後
で
あ
ろ
う
。

論
初

で
対
論
者
に
疑
問
を
提
出
さ
せ
る
が
、

そ
れ
は

一
、
「諸
賢
聖

人
は
無
量
の
方
便
も
て
諍
論

を
断
ず
る
者

(
v
i
g
r
a
h
a
v
y
a
v
a
r
t
i
)

た
ら
ん

か
、
本
書

の
意
図
は
那
辺
に
か
あ
る
」
と
為
す
も
の
、
ま
た
二
、
「若
し

自
利

・
利
他
を
欲
せ
ん
か
、
応
に
こ
の
諍
論
法
を
捨

つ
べ
し
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
作
者
は

「法
の
為
に
著
作
し
た
」
と
弁
解
し
、
自
己
の

名
を
冠
し
な
い
の
も
こ
の
辺
に
い
わ
れ
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て

一
、
は
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の

『
迴
諍
論
』
を
示
唆
し
て
い
る
。
二
、
は
マ
イ
ト
レ
ー

ヤ
の

「菩
薩
地
」
第
三
章

(S
v
a
p
a
r
a
r
t
h
a
p
a
t
a
l
a
m
)

を
示
唆
し
て
い
る
。

飯
田
氏
が
ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
の
説
で
あ
る
と
註
記
し
た
よ
う
に
、
四
大

素

(
m
a
h
a
b
h
u
t
a
n
i
)

仮
説

(
p
r
a
j
n
a
p
t
i
h
)

説
に
立

つ
。
経
量
部
系
の
作
者

で
あ
ろ
う
。

[
『方
便
心
論
』

の
誤
難
論
]

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
似
因
、
負
処
、
誤
難
を
説

明
し
て
弁
証
法

の
書
で

あ
る
。
論
証

の
形
式
は

一
、
主
張
命
題
、
二
、
証
因
、
三
、
喩
例
の
三

支
作
法
で
、

一
部

ニ
ヤ
ー
ヤ
の
立
場
で
五
支
作
法
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。

認
識
手
段

(知
因
)
は
上
記
の
四
箇
と
し
、
知
覚
を
最
上

の
認
識
根
拠

と
す
る
。
こ
れ
は
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
も
よ
く
言

う
こ
と
で
あ
る
。
似
因

は
証
因
の
似
て
非
な
る
誤
用
で
、
八
種
あ
る
と
し
、
第

一
に
'
n
a
v
a
-
'

の
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語
を
取
り
上
げ
る
。
「新
」
「九
」
等
の
多
様
な
意
味
を
'
n
a
v
a
k
a
m
b
a
l
a
h
'

と
い
う
所
有
複
合
詞
で
殊
更
本
題
と
取
り
違
え
て
非
難
す
る
用
例
で
あ

り

「相
応
」
と
言
う
。

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
の
言
う
非
義
相
応

(H
e
t
u
v
i
d
y
a
,

p
.
3
4
6
/
a
n
a
r
t
h
a
y
u
k
t
a
m

)
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
ツ
ス
ヤ
ー
ヤ
ナ

は
こ
の
例

を
疑
似
証
因

の
中

の
詭
弁

(
c
h
a
l
a
m

)
と
し
て
扱

っ
て
い
る

似
因

・
負
処
お
よ
び
誤
難
は
、
『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』
(
N
s
.
C
h
o
w
k
h

－

a
m
a
b
a
 
S
.
S
.
5
5
,
1
9
2
5

)
の
体
系
と
比
較
し
易
く
、
中
観
派
と
は
関
係
な
い
。

ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ
ュ
ナ
の
詭
弁
的
な
破
壊
論
法
は
縁
起
の
法
で
あ
る

「か

れ
あ
れ
ぼ

こ
れ
あ
り
、
か
れ
生
ず
る
に
よ
り
て
こ
れ
生
ず
。
か
れ
な
く

し
て
こ
れ
な
し
、
か
れ
滅
す
る
に
よ
り
て
こ
れ
滅
す
」
に
ま
で
及
ん
で

い
る
が
、

『方
便
心
論
』
作
者
は
無
余
涅
槃

の
有
無
、
阿
羅
漢
果

の
有

無
を
弁
証
例
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
俗
界
に
な
き
ゆ
え
知

覚
で
き
な

い
が
、
で
き
な
い
か
ら
と
言

っ
て
無

い
と
は
言
え
な
い
と
し

て
、ダ
ル

マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
無
の
推
論
を
予
告
し
て
い
る
。
(
N
y
a
y
a
b
i
n
d
u

，

Ⅲ
,
2
7
)

誤
難
に
よ
る
負
処
に
陥
い
る
ジ
レ
ン
マ
論
法
を
こ
こ
で
出
し
て

い
る
。
霊
魂
は
永
遠
な
り
、
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
と
立
者

が
言
う
時
、

一
、
瓶
は
作
ら
れ
た
も
の
で
無
常
と
い
う
異
喩
を
提
出
す

る
。
二
、
敵
者
は
、
霊
魂
が
工
作
の
結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
と

い
う
の
は
疑
わ
し
い
と
反
論
す
る
。
三
、
そ
れ
で
は
何
で
も
疑
え
る
。

宿
命
知
が
あ
る
か
ら
過
去
生
あ
り
と
い
う
推
論
も
疑
わ
し
い
の
か
と
応

酬
す
る
。
四
、
敵
者
は
、
そ
の
場
合
同
喩
が
な
い
か
ら
証
明
は
成
立
し

な
い
、
つ
ま
り
負
処
だ
と
反
論
す
る
。
五
、
何

で
も
そ
う
だ
、
つ
ま
り

形
而
上
学

の
証
明
に
同
喩
は
難
し
い
と
答
え
る
。
六
、
敵
者
は
、
自
分

で
罪
を
告
白
し
た
ね
と
笑
う
。

ニ
ヤ
ー
ヤ
で
五
、
を

「敵
者
の
意
見
を

認
め
る
」
(
m
a
t
a
n
u
j
n
a

)
と
言
う
。
四
、
の
段
階

で
勝
負
は
つ
い
て
い
る

の
で
、
あ
と
は
黙
っ
て
い
れ
ぼ
良
い
。
論
者
は
陥
穽

に
は
ま
っ
た
と
言

う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
石
飛
氏
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
の

『
迴
諍
論
』
に
あ
る
六

句
論
議

(

yan
a
,
1
9
5
0
,
p
.
2

)
に
擬
え
る
。
そ
こ
で
は
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
が
本
体
論

者

(
s
v
a
b
a
v
a
v
a
d
i

)
に

「す
べ
て
は
空
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
あ
げ

つ
ら
わ
せ
る
。
言
葉
自
体
も
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
の
哲
学
で
は
無
自
性

だ
か
ら
、
そ
れ
を
敵
者
に
六
箇
の
命
題
で
指
摘

さ
せ
た
の
が
こ
の
事
案

で
あ
る
か
ら
、
『
方
便
心
論
』
や
ヴ

ァ
ー
ツ

ス
ヤ
ー
ヤ
ナ
の
六
題
論

(sh
a
t
p
a
k
s
h
i
 
v
a
d
a
h
)

と
は
全
く
異
な
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
「す

べ
て
の
有
は
空
」
(
c
u
n
y
a
h
 
s
a
r
v
a
b
h
a
v
a
h

)
と

い
う
言
葉
自
体
が
虚
し
い

筈
で
あ
る
。
何
か
を
否
定
す
る
力
は
な
い
。
二
、
否
定
す
る
力
が
そ
の

言
葉
に
あ
る
な
ら
そ
の
命
題

は
偽

(ぎ
)
で
あ
る
。
三
、
そ
の
言
葉
だ

け
が
力
能
を
持
つ
な
ら
定
言
命
題
に
は
な
ら
な

い
。
四
、
す
べ
て
が
空

で
あ
り
、
そ
の
言
葉
も
そ
の

一
部
で
あ
れ
ぼ
空

で
あ
る
と
推
認
で
き
る
。

従

っ
て
す
べ
て
を
否
定
す
る
力
能
は
な
い
。
五
、
実
在
の
も
の
は
作
用

能
力
を
持

つ

(
k
a
r
y
a
k
r
)
y
a
s
a
m
a
r
t
h
a
h

)
が
、
空
な
る
も
の
が
作
用
性
を

持

つ
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
六
、
実
例

(d
r
s
h
t
a
n
t
a
h
)

も
作
用
性
を
否

『方
便
心
論
』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

三
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『方
便
心
論

』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

四

定
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
虚
し
い
言
葉

で
も
の
の
本
性

(s
v
a
b
h
a
v
a
h

)
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
が
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
罠
で
、
「言
葉
が
無
自
性
で
虚
し
い
な

ら
、
そ
れ
こ
そ
が

一
切
空
の
証
明
で
は
な
い
か
」
と
本
体
論
者
を
捉
え

て
し
ま
う
。
「ク
レ
タ
人

の
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
」
(パ
ウ
ロ
が

「ク
レ
タ
の
予

言
者
が

『
ク
レ
タ
人
は
よ
く
嘘
を
つ
く
』
と
嘆
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
)
と
同

様
の
議
論

で
、
論
弁
論
者
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
面
書
躍
如
、
『
方
便

心
論
』
作
者
の
論
理
性

は
な

い
。
後
者
は
霊
我

(
a
t
m
a

)
を
主
題
に
い

ろ
い
ろ
な
集
合
論
の
弁
証
ゲ
ー
ム
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
ガ
ウ
タ

マ
の
六
句
論
議
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
誤
難
の
節

の
最
後
の
所

作
相
似

(
k
a
r
y
a
s
a
m
a
h

)
に
続
い
て
付
論

の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。
証
明

根
拠
に
不
確
定

(an
a
i
k
a
t
i
k
a
h
)

な
も
の
が
あ
れ
ぼ
擬
似
証
因
に
な
る
よ

う
に
、
反
対
根
拠

に
不
確
定
な
も
の
が
あ
っ
て
も
誤
難
に
な
る
と
い
う

も
の
で
、

誤
難

の
補
説

に
な

っ
て
い
る
。
N
s
.
V
,
1
,
3
9
-
4
3

に
対
す

る

ヴ
ァ
ー
ツ
ス
ヤ
ー
ヤ
ナ
の
説
明
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、言
葉

は
無
常
で
あ
る
と
い
う
根
拠
に
、
意
志
に
直
結
し
て
起
こ
る

(
p
r
a
y
a
t
n
a
n
a
n
t
a
r
a
m
 
u
t
p
a
d
a
h

)
事
実
を
挙
げ
れ
ぼ
二
、
敵
者
は
、
永
遠
の

本
体
が
顕
現
す
る
こ
と

(ab
h
i
v
y
a
k
t
i
h
)

を
否
定
す
る
特
別
の
根
拠
が
な

い
と
非
難

す
る
。
三
、
そ
れ
に
対
し
て
立
者
は
、
敵
者

の
非
難
に
も
特

別
の
根
拠

が
な
い
と
切
り
返
す
。
四
、
そ
れ
で
は
双
方
に
非
が
あ
る
と

敵
者
が
い
う
と
、
五
、
そ
の
謂
は
自
分
に
非
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
発

言
だ
と
立
者
が
笑
う
。
六
、
そ
れ
は
立
者
も
同
じ
だ
と
敵
者
が
切
り
返

す
。
序
数
が
奇
数
の
立
者
、
偶
数
の
敵
者
と
も
批
判
の
根
拠
が
曖
昧
で
、

六
題

(s
h
a
t
p
a
k
s
h
i
)

は
弁
証

の
力
が
な
い
誤
難

の
一
種

で
あ
る
。
こ
の

弁
証
ゲ
ー
ム
は

『方
便
心
論
』
の
そ
れ
を
更

に
発
展
さ
せ
た
も

の
で
あ

る
。

[『方
便
心
論

』

の
論

理
学

]

認
識
根
拠

(
p
r
a
m
a
n
a
m
)

を

『方
便
心
論
』

は

「知
因
」
と
言
う
が
、

更
に

「生
因

・
了
因
」
に
分
け
る
。

こ
れ
を
梶

山
氏
は

『
迴
諍
論
』
で

言
う

「言
葉
は
了
因
で
あ
り
生
因
で
は
な
い
」
と
い
う
議
論
に
結
び

つ

け
ら
れ
た
ら
し
い
が

(石
飛
道
子

「論
理
学
書
と
し
て
の

『
ニ
ヤ
ー
ヤ
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』」
)、
言
葉
の
問
題
と
は
関
係
な
く
て
、
了
因
は

「現
見
」

つ
ま

り
知
覚
で
、
生
因
は
推
理
知
で
あ
る

「比
知

・
以
喩
知

・
随
經
書
」
つ

ま
り
比
量

・
譬
喩
量

・
聖
教
量
を
言
う
。
ガ
ウ
タ
マ
が
こ
れ
を
踏
襲
し

て
発
展
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
チ
ャ
ラ
カ
は
、
聖
教

・
知
覚

・
推
理

・

学
理

(医
学

・
生
物
学
)

の
四

つ
の
認
識
論

を
挙
げ
る

(
apt
o
p
a
d
e
c
a
h

)。

し
か
し
ま
た
、

「因
と

は
知
因
な
り
。
そ
れ
は
知
覚

・
推
理

・
伝
承

・
譬
喩
と
で
あ
る
、」
(
h
e

-

と

し

、

こ

れ

を

『
方

便

心
論

』

作

者

は
継

承

し

た

の

で
あ

ろ

う

。

因

み
に

マ
イ

ト

レ
ー

ヤ

は

『
瑜
伽

師

地
論

』

で
、
主

張

命
題

、

証

因

、

実

例

、
相

同

、
相

違

、
知

覚

、
推

論

、
聖

教

を

八

種

の
証

明

(
s
a
d
h
a
n
a
n
i
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)と
し
て
い
る
。
聖
教
と
は
仏
説

(
b
u
d
d
h
a
b
h
a
s
h
i
t
a
m

)
を
一言
う
。
チ
ャ
ラ
カ
は
四
種
五
支
作
法
、

マ
イ
ト

レ
ー
ヤ

は
三
種
三
支
作
法
、
『方
便
心
論
』
は
四
種
三
支
作
法
で
あ
る

の
に
対
し

て
、
ガ
ウ
タ
マ
は
四
種
五
支
作
法
だ
。
チ
ャ
ラ
カ
が
ニ
ヤ
ー

ヤ
を
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
哲
学
と
同

一
視
し
て
い
る
様
に
、
ガ
ウ
タ

マ
は
元
来
非
仏
教
的
論
理
の
伝
統
を
承
け
て
い
る
。
し
か
し
三
種
比
量

は

『方
便
心
論
』

の
そ
れ
を
改
善
し
て
い
る
。
『方
便
心
論
』
は
次
の

よ
う
に
余
り
論
理
的
で
は
な
い
。

「比
の
相
は
云
何
。
答
え
て
曰
く
、
前
に
已
に
分
別
せ
し
も
今
当
に

更
に
説
く

べ
し
。
比
知

(a
n
u
m
a
n
a
m
)

に
三
種
あ
り
。

一
に
曰
く
前
比
、

二
に
曰
く
後
比
、
三
に
曰
く
同
比
な
り
。
前
比
と
は
、
小
児
の
六
指
を

有
し
、
頭
上
に
瘡
を
有
す
る
を
見
た
後
に
長
大
せ
る
を
見
、
提
婆
達

(
捶
)
な

る
を
聞
き
、
即
ち
本

の
六
指
を
憶
念
し
、
是
今

の
所
見
な
り

と
す
る
が
如
し
。
是
を
前
比
と
名
つ
く
。
後
比
と
は
、
海
水
を
飲
ん
で

そ
の
鹹
味

を
得
、
後
に

(海
)
水
は
悉
く
同
じ
く
鹹
味

な
る
を
知
る
が

如
し
。
是
を
後
比
と
名
つ
く
。
同
比
と
は
即
ち
此
の
人
行
き
て
彼
に
至

る
。
天
上

の
日
月
東
に
出
、
西
に
没
す
。
其
の
動
く
こ
と
を
見
ず
と
雖

も
而
も
必
ず
行
く
と
知
る
が
如
し
。
是
を
同
比
と
名
つ
く
。
」
三
時
に

配
当
す
る
と
、
前
比
は
過
去
の
知
見
の
如
く
現
在
の
成
人
を
推
量
す
る

こ
と
、
後
比
は
後
の
海
水
の
鹹
味
の
如
く
す
べ
て
の
海
水
の
鹹
味
を
推

量
す
る
こ
と
、
同
比
は
現
在
の
歩
行
を
天
体
の
運
行
に
比
定
し
て
推
量

す
る
こ
と
と
な
る
。

ガ
ウ
タ
マ
は
N
s
.
Ⅰ
,
1
,
5

で
三
種
比
量
を
言
い
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ス
ヤ
ー
ヤ

ナ
は
同
比
の
説
明
に

『方
便
心
論
』
の
も
の
を
援
用
し
て
い
る
。
し
か

し
前
比
に
つ
い
て
は
原
因
か
ら
結
果
を
推
知
す
る
こ
と
で
、
黒
雲
↓
大

雨
、
後
比
は
結
果
か
ら
原
因
を
推
知
す
る
こ
と

で
、
洪
水
↓
大
雨
、
の

類
い
と
し
て
い
る

(
N
b
h
.
p
.
7
5
-
7
6
)

。
ガ
ウ
ダ

パ
ー
ダ
も
こ
れ
に
従
う
。

ウ

ッ
デ
ィ
ヨ
ー
タ
カ
ラ
は
こ
れ
を

「純
粋
包
含
」
(
k
e
v
a
l
a
n
v
a
y
i
)

と
純

粋
対
偶

(
k
e
v
a
l
a
v
y
a
t
i
r
e
k
i

)、
お
よ
び
包
含

・
対
偶

(換
質
換
位
し
た
も
の

で
論
理
学
的
に
同
価
)
と
し
た
。
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
証
因
の

「因
輪
」

つ

ま
り
証
因
が
述
語
の
集
合

・
補
集
合
に
ど
う
関
わ
る
か
の
図
式
を
応
用

し
た
の
で
あ
る
。

次
に

『
方
便
心
論
』
は

「聞
見
」

つ
ま
り
聖
教
量
を
挙
げ
る
。
「諸

賢
聖
よ
り
經

法
を
聴
受
す
る
こ
と
」
と
し

て
、
''s
a
r
v
a
j
n
a
b
h
a
s
h
i
t
a

m

c
r
u
t
v
a
"

と
言
う

『
瑜
伽
師
地
論
』

の
聖
教
量
と
同
じ
い
。
「喩

の
相
」

は
三
支
作
法
の
喩
例

の
定
義
で
は
な
く
て
、
事
実
上
譬
喩

量
の
実
例
に

な

っ
て
い
て
、
コ

切
法
は
皆
空
寂
な
る
こ
と
幻

の
如
く
、
貧
欲
の
相
は

毒
の
如
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
チ
ャ
ラ
カ
に
も
言
え
る
こ
と

で
、
「サ
ー
ン
ク
ヤ
の
知
は
太
陽
の
如
く
光
り
輝
く
」
(
C
s
.
Ⅲ
,
8
,
3
4
)

と

言
う
。
尤
も
そ
の
直
前
に
は
、
「霊
我
は
永
遠

な
り
」

の
主
張
根
拠
の

「所
産
で
は
な
い
か
ら
」
が
証
因
、
「虚
空

の
様
に
」
を
喩
例
と
す
る
。

証
因

の
説
明
に
例
え
を
挙
げ

る
作
業

の
中

で

「同
」
「異
」
と
い
う
項

目
を

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
も
挙
げ

て
い
る
が
、
実
例
を
挙
げ
な

い
。
同
喩

・

異
喩
の
用
法
は
原

ニ
ヤ
ー
ヤ
の
工
夫
で
、
ま
だ
他
派
に
十
分
消
化
さ
れ

『方
便

心
論

』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

五
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『方
便
心
論
』

の
論
理
と
立
場

(木

村
)

六

て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ラ
カ
は
続

い
て
、
「虚
空
が
所
産
で

な
く
永
遠

で
あ
る
よ
う
に
」
が
適
用

(再
確
認
)、

「霊
我
も
然
り
」
が

結
論
で
あ

る
と
す
る
。
(
C
s
.
Ⅲ
,
8
,
3
1

)。

[
『
方
便
心
論
』

の
負
処
論
]

マ
イ
ト

レ
ー
ヤ
と
も
あ
わ
せ
、
『方
便

心
論
』
も
弁
証
法
に
な
る
と

詳
し
く
な

る
。
初
期
論
理
学
の
特
徴
で
あ
る
。
負
処

(『方
便
心
論
』
の

訳
語
)
に

つ
い
て
は

『
瑜
伽
師
地
論
』
や

『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』

Ⅴ
,2
と
比
較
で
き
る
。
こ
れ
に

「相
応
」
と
呼
ぶ
誤
難
論
が
後
に
付
加

さ
れ
る
が
、
『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
逆
に
Ⅴ
,
1に
な
る
。
さ
て

『
方
便

心

論
』
は
負
処
の
モ
デ
ル
と
し
て

「言
葉
は
永
遠
で
あ
る
。
無

形

の
故
に
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
敵
者
は
、
無
形
と
難
ど
も
言

葉
は
知
覚

(聴
受
)
さ
れ
る
し
、
瓶
が
形
あ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

よ
う
に
、
言
葉
も
障
碍
あ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
虚
空
は
無
形
・

無
障
碍
で
永
遠

で
あ
る
。
言
葉
の
無
常
な
る
こ
と
瓶
の
如
し
と
言
う
べ

き
だ
と
す

る
。
そ
れ
で
論
者
は
負
処
に
陥

い
る
。
ま
た
論
者
が
、
瓶
は

形
あ
り
無
常

で
あ
る
。
言
葉
は
無
形
で
あ
る
か
ら

(永
遠
で
あ
る
)、
瓶

を
喩
例
に
で
き
な
い
と
言
う
。
敵
者
は
、
言
葉
は
無
形
と
錐
も
耳
で
聴

く
こ
と
が

で
き
る
。
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
も
の

(
s
a
m
s
k
a
r
a
h
)

は
知
覚
さ

れ
て
無
常

で
あ
る
が
、
涅
槃

は
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
永
遠
だ

と
す
る

(異
喩
)。
敵
者
は
負
処

で
は
な
く
、
正
し
い
弁
論
だ
と
す
る
。

負
処
各

論
で
は
次
の
分
類
を
す
る
。

一
、
誤
顛
倒
。
二
、
立
因
不
正
。

三
、

引

喩

不

同
。

四

、
応

問

不

問

(難
詰

す

べ
き

に
し
な
い
こ
と
)
。

五

、

応

答

不

答

(他
か
ら
の
難
詰
に
答
え
な

い
こ
と
)
。

六

、

三
度
説

得

で
き
ず

。

七

、

三

度

、

他

か

ら

の
難

詰

が

理
解

で
き

な

い

こ
と

。

八
、

対

論

の
欠

陥

を

暴

露

で
き

な

い
こ
と

。

九
、

正

し

い
対

論

を

難

詰
。

十

、

論

者

の

み

対

論

を

理
解

で

き

な

い
こ

と
。
十

一
、

相

手

が

聞

き
取

れ

な

い
ほ

ど

早

口
。

十

二
、

言

葉

少

な

い
。
十

三
、

言

葉

が
多

い
。
十

四

、
無

意

味

な

言

葉

を

吐

く
。

十

五
、

時

宜

に
適

し

な

い
言

辞

を

吐

く

。

十

六

、

同

じ

意

味

の

言
葉

を
繰

り
返

す

。

十

七

、
自

分

の
主

張

を

捨

て

る
。

以

上

が

議

論

に

負

け

た
事

由

に
な

る
ゆ

『
瑜
伽
師

地
論

』

の
論

負

(
v
a
d
a
n
i
g
r
a
h
a
h

)

論

は

詳

細

で
、

一
、

捨

言

(
k
a
t
h
a
t
y
a
g
a
h
)

、

二

、

言

屈

(
k
a
t
h
a
m
a
d
a
h
)

、

三
、

言

過

(
k
a
t
h
a
d
o
s
h
a
h
)

に
分

類

し

、

一
、

は

敵

者

の
優
勢

を
認

め

る

こ
と

、

二
、

は
自

分

の
敗

北

を

認

め

る

こ
と

、

三
、

は
言

論

に
過

失

が

あ

る

こ
と

で
、

マ
イ

ト

レ
ー

ヤ

は

こ
れ
ら

を

更

に
そ

れ

ぞ
れ

十

数

種

に
分

類

す

る
も

の

で
あ

る
。

ガ

ウ

タ

マ

の
二
十

二
負

処

論

は
、

『方

便

心

論

』

に
五

箇

を
加

え

た

も

の

で
あ

る
。

一
、
主

張

を

捨

て
、

二
、

別

の
主

張

を

し

、

三
、

矛

盾

し

た

主

張

を

し

、

四
、

主

張

を
放

棄

し
、

五

、

別

の
証

因

を
立

て
、

六

、

別

の
意

味

を

述

べ
、

七

、
無

意

味

を

述

べ
、

八

、

判

ら

な

い
言

葉

を
述

べ
、

九

、

不

足

の
意
味

を

述

べ
、一
十

、
時

宜

に

適

し

な

い
言

葉

を
述

べ
、

十

一
、

欠

損

し

た

言

葉

を

述

べ
、
十

二
、

余

計

な

言

葉

を
述

べ
、

十

三
、

重

複

し

た

言

葉

を

述

べ
、
十

四
、

発
音

で
き

な

い
言

葉

を
述

べ
、
十

五

、

意

味

不

明

の
言
葉

を

述

べ
、

十

六

、
応

答

で
き

ず

、

十

七

、

遁

辞

を

述
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べ
、

十

八

、
他

か

ら

の
難

詰

を

認

め
、
十

九

、

難

詰

す

べ
き

に
見

逃

し
、

二
十

、

難

詰

す

べ
き

で
は

な

い
も

の
を

難

詰

し
、

二
十

一
、
主

張

を
離

れ

る

こ

と
、

及

び

二
十

二
、

擬

似

証

因

を

述

べ
る

こ
と

で

あ

る
と

す

る

(
N
s
.
Ⅴ
,2)
。

他

方

チ

ャ
ラ

カ
は

「負

処

と

は

他

者

の
勝

利

に
帰

す

る

こ
と

で
あ

る
」

と
定

義

し
、

一
、

三

度

述

べ
た

言

語

が
賢

者

の
集

会

で

理
解

さ
れ

な

い

こ
と

、

二
、

難

詰

す

べ

き

で

は

な

い
も

の
を
難

詰

し
、

三
、

難

詰

す

べ

き

も

の
を

難

詰

せ
ず

、

四
、

主

張

を

捨

て
、

五
、

他

か
ら

の
批

判

を

認

め
、

六

、

時

宜

に
適

わ

な

い
言

辞

を

吐

き

、

七

、

証

因

を

欠

き

、

八
、

言

葉

が
不

足

し

、
九

、

余

計

な

言

葉

を

吐

き
、

十

、

無

意

味

な

言

葉

を

吐

き

、
十

一
、

重
複

し

た

言

葉

を

吐

き
、

十

二
、

矛

盾

し

た

言
葉

を

吐

き
、

十

三
、

別

の
証

因

を
述

べ
、

十

四
、

別

の
意

味

を
述

べ
る

こ
と

と

す

る

(C
s.Ⅲ
,
8
,
6
5

)
。

ダ

ル

マ
キ

ー

ル
テ

ィ

(c
.
5
5
0
-
6
2
0
)

に

な

る
と

、
論

理

学

自

体
を

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

(
c
.
4
7
0
-
5
4
0
)

か

ら

更

に
発

展

さ

せ

た
。

そ

し

て
負

処

論

に

つ
い
て

は
晩

年

に

『
ヴ

ァ
ー

ダ

ニ
ヤ

ー

ヤ
』

に
お

い
て
総
括

し
、
ニ
ヤ
ー

ヤ
派

を

意

識

し

た
仕

上

げ

に

な

っ
た

。

「立

者

が

証

明

不

可

能

な

こ
と

を

述

べ
、

ま

た

は
敵

者

が

立

者

の
過

失

を

指
摘

で
き

な

い
時

、

そ

れ

ぞ

れ

に
と

っ
て
負

処

で

あ

る

。

他

の

[
ニ
ヤ

ー

ヤ

の
]
定

義

は
正

し

く

な

い
か

ら
、

認

め

ら

れ

な

い
。
」

第

二
部

で
ダ

ル

マ
キ

ー

ル

テ

ィ
は

ニ
ヤ

ー

ヤ

の
説

を

各

個

に
批

判

し

て

い
る
。

神

の

証
明
も
散
文

で
引
用
し
て
い
て
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
引
用
と
少
し
異
な

る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
誤
難
の
所
作
相
似

(
k
a
r
y
a
s
a
m
a
h
)

に
つ
い
て

は
、
『プ
ラ
マ
ー
ナ

・
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
第

二
章
の
第
十
四
偈

で
自

説
を
開
陳
し
て
い
る
。
被
造
物
と
瓶

の
所
産
性

の
わ
ず
か
の
違

い
を
非

難
す
る
の
は
誤
難
に
あ
た
る
と
、
も
と
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
言
っ
た

(P
r
a
m
a
n
a

－

s
a
m
u
c
c
a
y
a
,
Ⅵ
,
7

)っ
こ
れ
は
婆
羅
門
教
正
統
派
の
言
語
形
而
上
説
に
対
し

て
言
葉
の
無
常
性
を
論
証
す
る
時
の
伏
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
ニ
ヤ
ー
ヤ

派
と
仏
教
側
が
共
同
戦
線
を
張

る
。
こ
れ
に
対
し
て
ダ

ル
マ
キ
ー
ル

テ
ィ
は
、
神
の
証
明
の
批
判
に
ニ
ヤ
ー
ヤ
派
が
、
所
作
性

の
二
義
性
を

取
り
上
げ
る
の
は
誤
難
だ
と
反
駁
し
た
も
の
を
、
単
に
主
辞
が
異
な
る

こ
と
だ
け
で
両
方
の
所
作
性
も
異
な
る
の
だ
と
非
難
す
る
こ
と
で
所
作

相
似
の
誤
難
だ
と
定
義
し
た
。
こ
こ
の
箇
処
の
筆
者
の
説
明
語
が
、
「所

作
性
」
、と
す
べ
き
所
を
誤
っ
て

「無
常
性
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

(旧
著
四
十
六
頁
、
現
著

一
七
七
頁
)。

『方
便
心
論
』
は
二
十
箇

の
誤
難

(「相
応
」
=
無
義
相
応
)
を
挙
げ
、

そ
の
序
論
で
言
う
。
も
の
は
知
覚
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
無
常
で
あ
る
と

す
れ
ぼ
、
敵
者
が
、
言
葉
は
聞
こ
え
る
も
の
だ
か
ら
永
遠
だ
と
反
論
し

て
、
同
喩
の

「瓶
」
と
違
う
と
弁
駁
す
る
た
ぐ

い
の
非
難
だ
と
す
る
。

飯
田
氏
は

『如
實
論
』
と

『因
明
正
理
門
論
』

に
同
似
の
も
の
を
見
て

い
る
。
同
喩
の
相
違
を
と
り
た
て
て
非
難
し
た
相
違
相
似
で
あ
り
、
霊

我

の
永
遠
性

の
証
明
を
、
知
覚
さ
れ
な
い
虚
空

を
同
喩
と
し
て
言

っ
た

場
合
の
非
難
に
な
る
。
形
色
は
眼
で
見
る
の
に
音
声
は
耳
で
聞
か
れ
る
。

『方
便
心
論
』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

七
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『
方
便
心
論

』

の
論
理

と
立
場

(木

村
)

八

音

声

の
永

遠

性

を

異

喩

た

る
瓶

の
無

常

性

と

比

較

し

て
証

明

し

よ

う

と

す

る
場

合

、

知

覚

対

象

と

い
う
点

で

は

同

じ

だ

と
非

難

す

る

の
が

相

同

相

似

で
あ

る
。

二
十

種

の
誤

難

は
悉

く

こ

の
二
原

理

の
応

用

だ

と
言

う

。

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

語

の
補

充

は

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

・
ス

ー

ト

ラ

』

に

見

る

こ
と

が

で
き

る
も

の

で
あ

る
。

そ

れ

ぞ

れ

「相

似

」

(s
a
m
a
h
)
を
加

え

よ
。

一
、

増

多

(
u
t
k
a
r
s
h
a
h

)
、

二
、

損

滅

(a
p
a
k
a
r
s
h
a
h
)

、

三
、

同

異

(s
a
d
h
a
r
m
y
a
v
a
i
d
h
a
r
m
y
e
)

、

四
、

聞

多

答

少

、

五

、

聞

少

答

多

、

六

、

因

同

(
同
じ

「不
知

覚
」
と

い
う
理
由
は
虚
空
と
霊
魂

の
永
遠
性

で
は
異
な
る
と

い
う
誤
難
)
、

七

、

果

同

(霊
我
と
虚
空

は
五
大
素

よ
り
成

り
、
無

常
と

い
う

結
果

は
同
じ
だ
と
す

る
誤
難
)
、

八
、

遍

同

(虚
空

は
遍
満

の
故

に
知
覚

さ
れ

る
と
為
す
誤
難
)
、

九

、

不

遍

同

(
原
子
は
遍

満
せ
ず

に
無
常

、
霊

我
は
遍
満

し
な

い
の
に
ど
う
し

て
永
遠

か
と
難
ず

る
。
)、
十

、
時

同

(過
去

・
未
来

の
不

知
覚
を
た

て
に
、

見
え
な

い
霊

我

の
永
遠
性

の
証
明

を
難
ず

る
誤
難
)
、

十

一
、

証

因

と
所

証

が

結

合

し

て

い
な

い

(a
p
r
a
p
t
i
h
)

こ

と
言

う
。

十

二
、

証

因

と
所

証

が

合

体

し

て

い
る

(p
r
a
p
t
i
h
)

と
言

う

。

十

三

、

相

違

(主

題
と

喩

例

の
無
常

性

の
相
違
を

あ
げ

つ
ら
う
)
、
十

四
、

不

相

違

(a
v
i
c
e
s
h
a
h
)

、

十

五

、

疑

問

(
s
a
m
c
a
y
a
h

)
、

十

六

、

不

疑

(信

じ
こ
ま
さ
れ

る
)
、
十

七
、

喩

破

(
p
r
a
t
i
d
r
s
h
t
a
n
t
a
h
)

、

十

八
、

聞

同

(仏

典
と
ジ

ャ
イ
ナ
経

典

で
霊

我

は
無
常
と
言

っ
て
い
る
と

の
誤
難
)
、

十

九

、

聞

異

(諸
仏
典

は
違
う

こ
と
を

言

っ
て

い
る
と

の
誤

難
)
、

二

十

、

不

生

(a
n
u
t
p
a
t
t
i
h

)
。

以

上

が

無

義

相

応

の
誤

難

で
あ

る
。

[ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ

の
弁
証
法
]

『方
便
心
論
』
の
著
者
と
混
同
さ
れ
て
き
た
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
に
つ

い
て
、
そ
の
弁
証
法
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
資
料
は
主
著
の

『中
論
頌
』

に
対
し
て

『空
性
七
十
論
』
等
の
小
篇
が
付
篇
的
に
あ
り
、
但
し
小
林

守
氏
に
依
れ
ぼ
、
『六
十
頌

如
理
論
』
と

『
大
乗
二
十
頌
』
は
唯
心
思

想
が
あ
っ
て
、
偽
書
か
も
知
れ
な
い
と
言
う
。
(
5
)

主
著

の
論
理
を
辿
る
。

彼
は
、
自
己
存
在

(s
v
a
b
h
a
v
a
h
)

こ

の
生
起
否
定
に
よ

っ
て

一
切
の
空

性
を
弁
証
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
原
因
の
否
定
を
ま
ず
始
め
る
。
「自

己
存
在
は
自
己
か
ら
も
他
者
か
ら
も
生
起
せ
ず
、
自
他
か
ら
も
原
因
な

く
し
て
も
生
起
し
な
い
。
」
こ
れ
は
発
生
原
因

に
つ
い
て
の
四
句
分
別

で
、
並
立
分
類
と
し
て
は
正
確
に
全
論
理
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
を
離
れ
る
と
い
う
作
業
の
前
提
に
過
ぎ
ず
、
離
れ
る
根
拠

に

は
な
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
四
句
分
別
は
初
期
仏
教
以

来
イ
ン
ド
人

の
得
意
と
す
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぼ
か
り
で
な
く
、
帰

敬
偈

の
八
不
に
つ
い
て
も

『ブ
リ

ハ
ダ
ー
ラ

ニ
ヤ
カ

・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ

ド
』
Ⅲ

・
八

・
八
以
来

の

一
切
否
定

の
修
辞
学

の
流
れ
に
あ
り
、
弁
証

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

続
い
て
彼
は
言
う
。
「自
己
存
在
は
生
起
し
な
い
か
ら
、
他
己
存
在

(
p
a
r
a
b
h
a
v
a
h

)
も
生
起
し
な
い
。
」
自
己
存
在

の
否
定
は
無
自
性

(
n
)
h

－

s
v
a
b
h
a
v
a
t
a
)

と
さ
れ
る
が
、
無
自
性
と
は
他
己

の
存
在
も
否
定
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
無
自
性
の
一
切
否
定
性
を
確
認
し
た
も
の
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で
あ
る
が
、
集
合
論
的
に
は
集
合
が
な
け
れ
ぼ
補
集
合
も
な
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。
し
か
し
自
性
の
否
定
の
弁
証
は
済
ん
で
い
な
い
。
第
二

十
四
章
に
至

っ
て
、
哲
学
的
に
縁
起
の
関
係
か
ら
空
を
弁
証
し
よ
う
と

す
る
。
自
性
論
者
は
縁
起
を
否
定
す
る
か
ら
、
原
因

・
結
果

・
作
用

・

生
滅
と

い
っ
た
存
在
の
様
態
も
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
聖
諦

の
否

定
と
い
う
過
失
は
汝
に
起
こ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
縁
起

存
在
、
非

縁
起

非
存
在
と
い
う
発
生
論
的
な
因
果
関
係
を
図
示
し
、
四
聖
諦

の

図
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
後
式
が
対
論
者
に
は
誤
謬
に
な
る
の
で
、
素

朴
な
帰
謬
法
に
な

っ
て
い
る
。
(
6
)

素
朴
な
帰
謬
証
明
は
無
我
と
有
我

の
弁

証
に
も
関
係
し
て
く
る
が
、
こ
の
点
は
仏
教
と
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
で
相
対

立
す
る
弁
証
に
な

っ
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の

「論
理
と
信
仰
」
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の

「不
完
全
な
帰
謬
法
」
に
譲
る
。

こ
こ
で
は
ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ
ュ
ナ
の
弁
証
は

『方
便
心
論
』
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
全
く
異
な
る
こ
と

を
理
解
し
て
貰
え
れ
ぼ
良

い
。

宇
井
伯
壽

「正
理
學
派

の
成
立
井
に
正
理
經
編
纂
年
代
」
(『印
度
哲

學
研
究
第
一
』、
昭
和
四
十
年
)

の

「四
」
に
依
れ
ぼ
、
『
迴
諍
論
』
で
は

四
つ
の
認
識
根
拠
を
主
張
す
る
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
と
論
争
し
て
い
る
。
『広

破
論
』
(
V
a
i
d
a
l
y
a
p
r
a
k
a
r
a
n
a

)
で
は
最
初
か
ら

ニ
ヤ
ー
ヤ
の
十
六
原
理
を

挙
げ
て
論
難
す
る
。
弟
子

.
ア
ー
ル
ヤ
デ
ー
ヴ

ァ
の

『百
論
』
に
な
る

と
、
原
本

『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』
の
引
用

(と
論
破
)

は
も
っ
と

多
く
な
る
と
宇
井
前
掲
論
文
は
報
告
す
る

(前
掲
論
文

「四
」)。
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
も
、
認
識

の
行
為
と
対
象
は
相
互
依
存
で
、
原
理
と
し

て
別
出
で
き
な
い
云
々
と
し
、
対
象
が
空
な
ら
認
識
行
為
も
空
で
あ
る

と
為
し
て
、
「認
識
対
象
の
經
」
(N
s
.
Ⅰ
,
1
,
9
)

を
正
確
に
引
用
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『方
便
心
論
』
作
者
は
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
を
批
判
す
る
と

い
う
意
識
と
書
的
は
な
く
、
た
だ
仏
教
論
理
学
と
弁
証
法
の
確
立
に
腐

心
し
て
い
る
。

[結
論
]

か
く
て

『方
便
心
論
』
は
梶
山
雄

一
氏
が
述

べ
た
と
い
う

「論
理
破

壊

の
書
」
な
ど
で
は
な
く
て
、
逆
に
論
理
学

・
弁
証
法
の
歴
史
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
書

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
四
大
素

の
仮
と

実
を
め
ぐ
る
経
量
部
と
有
部

の
論
争
を
引
い
て
い
て
、

ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ

ン
の
系
統

の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「空
寂
」
と
い
う
語

も
苦
諦

の
四
相

の
一
つ
に
'
c
u
n
y
a
t
a
'

が
あ
る
経
量
部
系
で
は
不
思
議

で

は
な
い
。
訳
者

の
思

い
入
れ
も
あ
ろ
う
。
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
や
中
観

派
に
結
び
付
け
る
の
は
全
く
根
拠
が
な
く
、
素

直
に
テ
キ
ス
ト
を
読
め

ぼ
判
る
こ
と
で
、
我
々
は
こ
れ
を
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
弁
証
法
と
も

比
較
し
、
飯
田
順
雄
氏

の
訓
読

・
脚
注
に
も
助

け
ら
れ
て
如
上

の
理
を

速
や
か
に
領
得
で
き
た
。

マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
な

い
し
ア
サ
ン
ガ
の
頃
か
ら
論
理
学

・
弁
証
法
が
非

常

に
発
展
し
た
如
く
で
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
因
明
章
や
無
着
の
紹
介

(勿
論
批
判
付
き
)
が
あ
る
ニ
ヤ
ー
ヤ
ソ
ー
マ

(若
耶
須
摩
)
の
証
因
の
三

則

が
実

現

し

た

。
(
7
)

ヴ

ァ
ス

バ

ン
ド

ゥ

の
名

を

か
た

っ
た

『
V
a
d
a
v
i
d
h
a
n
a

』

『
方
便
心
論

』

の
論
理

と
立
場

(木

村
)

九
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『
方
便

心
論
』

の
論

理
と
立
場

(木

村
)

一
〇

が
新
因
明
の
基
礎
と
な
り
、
デ
イ
グ
ナ
ー
ガ
は
こ
れ
を
基
に
彼
の
論
理

学
を
形
成
し
た
。
こ
の
辺
の
飯
田
氏

の
記
述
は
古
く
な
っ
て
い
る
。
尚
、

高
麗
版

大
蔵
経

(大
本
山
妙
心
寺
蔵
)
と
違

っ
て
宋
版

(総
本
山
長
谷
寺

蔵
)
な
ど
は

『方
便
心
論
』
の
作
者
を
竜
樹
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、

『因
明
正
理
門
論
』
の
著
者
も
竜
樹
に
し
て
い
る
い
い
加
減
な
記
述
で

史

料

に

は
な
ら

な

い
。
(
8
)

1

大
正
新
脩

大
蔵
經

N
o
.
1
6
0
2

『
顕
揚
聖
教
論
』
(
無
着
造
玄
奘

訳

)p
.
4
8
0

,

「宣
説
瑜
伽

師

地
者
、
昔
我
無
著

従
彼

(
大
慈

尊

)
聞
。
今
当
錯
綜
地
中
要

顕
揚
聖
教
慈
悲

故
。
」

ア
サ

ン
ガ

の
師

マ
イ

ト

レ
ー
ヤ

の
存
在

と
彼

に
よ

る

『
瑜
伽
師

地
論
』

の
製
作
は

こ
こ
に
明
瞭

で
あ

る
。
内
外

の
学
界
は
チ

ベ

ッ
ト
伝

承
と
恣

意
的

な
推
測

か
ら

こ
の
作

者

を
認

め
て

こ
な

か

っ
た

が
、

こ
れ
だ
け
で
十
分

な
資
料

に
な

る
。
直
接

見
聞
し

て
い
る
無
著

の
記

録

を
無
視
し
た
謬
説
が

「有
力
」
な
学
者

に
見
受

け
ら
れ
る
。

2

偶

々
直
観

的

に
出
さ

れ
た
ら

し

い
宇

井
説

の
ヴ

ァ
ス
バ

ン
ド

ゥ
年

代

は
、
グ
プ
ダ
王
朝

の
ア

ヨ
ー
ド
ヤ
ー

に
遷
都

を
為
し
た
チ

ャ
ン
ド

ラ
グ
プ

タ

ニ
世
が
、
イ

ン
ド
出
身

の
真
諦

(c
.
5
0
0
-
5
7
0

)
の
伝
え

る

『
ヴ

ァ
ス
バ
ン

ド

ゥ
法
師
伝
』

で

「ヴ

ィ
ク
ラ

マ
ー
デ

ィ
ト

ヤ
」
を
も
名
乗

っ
て
い
た
と

さ
れ
る

こ
と
か
ら
符
号
し

て
い
る
。
四
十

四
年

に
亡
く
な

っ
た
ら
し

い
か

ら
で
あ
る

(佐
藤
圭

四
郎

『イ

ン
ド
史
』
)
。
彼

は
論

理
学
が
苦

手
だ

っ
た

。

因
明
書

を
書
か

な
か

っ
た

か
ら

こ
そ
偽
書

が
流
通

し
た

の
で
あ
ろ
う
。

3

経
量
部

の
思
想
が
唯
識
思
想
と
近

し

い
こ
と

は
ダ

ル

マ
キ
ー

ル
テ

ィ
の

筆
致

で
理
解

で
き
る
が
、
『
瑜
伽
師
地
論

』

の
思
想
形

成
が
経
量
部

と
も

関

係
す
る

こ
と

は
宇
井
伯
壽

『
瑜
伽
論
研
究
』
(
1
9
5
5

)
に
言
わ
れ

て
い
る
。

ま
た

松
濤
誠
廉

「
瑜
伽
行
派

の
祖

と
し

て

の
馬
鳴

」
(
1
9
5
0

)
に
依

れ
ぼ
、

ア

シ

ュ
ヴ

ァ
ゴ
ー
シ
ャ
の
思
想

が

マ
イ
ト

レ
ー

ヤ
の

『
瑜
伽
師

地
論
』

の

下
敷
き

に
な

っ
て
い
る
。

4

『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』

の
作
者

を

ガ
ウ
タ

マ
と
す
る

は
一
般

的
な

慣
例

に
倣

っ
た
だ
け
で
、
現
行

『
ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト
ラ
』

の
作
者
に
し

て
い
る
。

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
以
前

の
原

ニ
ヤ
ー
ヤ

・
ス
ー
ト

ラ
の
作
者

か
あ

る
い
は
そ
れ
以
前

の
派
祖

だ

っ
た
か
も
知
れ
ず

、
ま
た
シ

ュ
リ
ー

ハ

ル
シ

ャ
な
ど
に
依

れ
ぼ

「
ゴ
ー
タ

マ
」

の
呼
称

が
正

し

い
よ
う

で
あ
る

5

『
梵

語
仏
典

の
研
究
Ⅲ

・
論
書
篇

』

(
1
9
9
0

)
第

二
章

の

「中

観
論
書

」

p
.
1
5
1

。
ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ

ュ
ナ

の
文
言

は
第

二
十
四
章
第
十
八
偈

を
除

い
て

「自

己
存
在
と

し
て
は
生

じ
な
い
」

と

い
う
否
定
文

が
多

大

で
、

『
方
便

心

論

』
や

『
大
智
度
論
』

の
作
者
問
題

に
は
関
係
し
な

い
。
小
林

氏
が

こ
こ

で

『
方
便
心
論
』

を

「
B

・
疑
惑

の
あ
る
著
作
」

に
入
れ
て
論

じ

て
い
る

の
は
正

し

い
の
に
、

「梶

山
雄

一
は
本
書

の
内
容

を
慎
重

に
吟
味

し
た
結

果
、
本
書
を
基
本
的

に
反
論
理
学
書

と
性

格
づ
け
、

ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ

ュ
ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が
書

い
た
と
し

て
も
怪
し

む
に
足

り
な

い
こ
と
を
論

じ
て

い
る
」
と
し
め

く
く

っ
て
い
る

の
は
矛
盾

し
て

い
る

(
p
.
1
6
9
.

傍
点
筆
者

)。

6

素
朴
な
帰
謬
法

の
問
題

は
ダ

ル

マ
キ
ー

ル
テ

ィ
の
論

理
と
比

較
し
て
第

四
回

国
際
ダ

ル

マ
キ
ー
ル

テ
ィ
学

会

(
於

ウ

ィ
ー

ン
市

〉
で
論

じ

た
が
、

更

に
論
理
学
的
問
題

の
抉
剔

を
来
年
度

の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

「論
理
と
信

仰
」
で
行

な
う
。

7

無
着

『順
中

論
義

入
般

若
波
羅
蜜
經

初

品
法

門
』

を
、

(小
林
氏

に
よ

れ
ぼ

宇
井
伯
壽

の
異
推
定
題
名

が
あ
る
ら
し

い
が
)
私

は

シ
ン
ハ
ス
ー
リ

流
に

と
推
定

し
、
『
順
中
論
義
』

と
略
称

す
る
。

こ
の
中

の

「若
耶
須

摩
論
師
」

は

『
成
實
論
』

の

「那
耶
修
摩
」

で
、
十

六
諦
を
説

く
パ
ー
シ

ュ
パ
タ
派
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の
論

理
学
者

(
ハ
リ
ヴ

ァ
ル

マ
ン

)
で
あ
り
、

も
と
よ

り
宇
井

・
金
倉

・

羽

田
野
三
博
士

の
数
論
派
的
解
釈

は
誤

っ
て
い
る
。
名
前

の
還
梵
も
受

け

入

れ
ら
れ

な

い
。

「
ニ
ヤ
ー

ヤ

ソ
ー

マ
」

は

「論

理
王
」

の
謂

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
人
達

の
解
釈

し
た
よ
う
に

「朋
中
之

法
」

は
同
品
定
有
性
、
「相

対
朋
無
」

は
異
品
遍
無
性

、

「復
自

朋
成

」

は
遍

是
宗
法
性

の
異
訳

で
あ

る
。
偽

ヴ

ァ
ス
バ
ン
ド

ゥ
書

の

『
V
a
d
a
v
i
d
h
a
n
a

』
(
論
式

)
は

ニ
ヤ
ー
ヤ

ソ
レ

マ
の
論
理
学
を
取
り

入
れ
て
お
り
、

デ

ィ
グ
ナ
ー

ガ
は
こ
れ
を
基

に

『
因
明
正

理
門
論
』
を
作
成

し
た
と
吐
露

し
て

い
る
。

8

但
し
妙
心
寺
毘
盧

蔵

の
大
蔵
経

は
建
仁
寺

旧
蔵

の

(多
分
旧
)

高
麗
版

を
書
写

し
た
も
の
で
あ

る
。
旧
高
麗

版
は

い
ず

れ
も
焼
失

し

て
い
る

の
で
、

そ

の
点
妙

心
寺

の
も

の
は
貴
重

で
あ
る
が
、
調
査

に
は
目
録
作
成

か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
従

っ
て
今

の
所

『
方
便
心
論
』

に

つ
い
て
も
未

調
査

で
あ
る
。
長

谷
寺

宝
物
館

で
見
せ
て
頂

い
た
宋
版
大
蔵
経

は
よ
く
削

り
込
ま
れ

た
美
麗
な
も

の
で
あ

っ
た
。

〔付
記
〕

ヴ

ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
論
理
学

に
つ
い
て
は
、
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
に
お

け
る
国
際
仏

教
学
会

で

「

p
r
o
b
l
e
m

」
を
発
表
し
、

マ
イ
ト
レ
ー

ヤ
と

ア
サ

ン
ガ

の
論

理
学
に

つ
い
て
は
、

ロ
ン
ド

ン
大

学

で

の
国
際

仏

教
学

会

で

「

」
と
し
て
発
表

し
た
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

方
便

心
論
、

ニ
ヤ
ー

ヤ
、
因
明
、
論
理
学

、
弁
証
法
、

ダ

ル

マ
キ
ー
テ

ィ

(四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
教
授
、

国
際
仏
教

文
化
研
究
所
長
、
文

博
)

『
方
便

心
論
』

の
論
理

と
立

場

(木

村

)

一
一
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(178) Abstracts

been argued about, such as determining their dates, examining passages hard 

to read, discriminating genuine writing from false, as well as examining rel-

evant manuscripts whose autographs have been lost. 

98. A Buddhist Understanding of Spiritual Care: 'Belief, or Adhimukti in 
Tathagatagarbha' 

Yozo- TANIYAMA 

In the fields of medicine, social welfare, and education 'spiritual care' is a 

topic of today. The purpose of this study is to show a Buddhist understand-

ing. According to Christian-based practitioners and my own clinical experi-

ence as a Buddhist chaplain in Vihara, it is necessary for a spiritual care 

provider to accept the patient's existential value unconditionally. The con-
cluding part of the Ratnagotravibhaga could explain this attitude: a spiritual 

care provider should believe (adhimukti) in the Tathagatagarbha of himself 
and the patient, the possiblity to resolve the problem, and the meritorious 
end result. 

99. The Logic and the Standpoint of the Upayahrdaya 

Toshihiko KIMURA 

The anonymous text, Upayahrdaya, has not been evaluated correctly in 
the field of Indian logic. We fixed its historical position between the Hetu-

vidya of Maitreya and the Nyayasutra of Gautama. The author of the Upayah-
rdaya was affected by the thought of the Sautrantika school. But his logic 

consisted of the three sorts of reason; purvavat, sesavat and samanyato drs-

tam. They were used at first by him and enlarged over heretical logic, in-
cluding Nyaya. 

The three sorts of reason might have occurred in the proto-Nyayasutra 

which was criticized by Nagarjuna and Aryadeva, but the text no longer ex-
ists. Anyway, it is sure that they originated in the Carakasamhita, because 

Caraka related the three sorts of reason, i.e., inference of past thing from

1290



Journal of Indian and Buddhist Studies Vol. 54, No.3, March 2006 (179 )

present reason, inference of future thing from present reason and inference 

of present thing from present reason. 

The author of the Upayahrdaya shows his affinity to Sautrantika philoso-

phy in such things as provisional cognition of substantial elements, earth, 

etc. Generally he argues for complete tranquility, non-egoism, non-eternality 

and so on. Maitreya also composed dialetics and logic from the standpoint of 

the Sautrantikas in his Yogacarabhumi. But this position is on the way from 

primary speculation to complete tranquilty, that is, the learning stage (sruta-

mayi bhumih). But our author does not show affinity to Mahayana Buddhism. 

This text was translated into Chinese 472 A.D. as Fangbianxin lun •û•Ö•S

˜_(Taisho no.1632), and the Sanskrit original as well as Tibetan version are 

not extant. But its abundant dialectics fascinate us, researchers of Indian log-

ic. 

100. Abhidharma in the Abhidharmakosabhasya

Musashi TACHIKAWA 

The term "abhidharma" has been used at least in two meanings: (a) [Dis-

course] about dharma (truth) and (b) Dharma (truth or teaching) about [nirva-

na, etc.]. The original meaning of the term seemsto have been the former 

(a), and one may say that the second meaning (b) was added later in the his-

tory of Abhidharma Buddhism. Vasubandhu in hisAbhidharmakosabhasya 

states that abhidharma is of two kinds: the ultimate and the conventional. 

The author of the work defines the ultimate abhidharma in terms of the sec-

ond meaning (b) of abhidharma. 

Commenting on the definition of the ultimate abhidharma given in the 

Abhidharmakosasastra (1,2a) Vasubandhu states: anasravah pancaskandhako 

'bhidharma ity (Abhidh
arma is free from asrava (mental defilements) and is ac-

companied by five skandhas (constituent elements)). Xuanzang has translated the 

passage in the following sense: The five skandhas that are free from asravas 
are called abhidharma. The Peking edition of the Tibetan translation of the 

passage (Tibetan Tripitaka, Suzuki Foundation, Vol.115, p.127, f.4, 11.3-4) has the
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